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資料５-１ 農林部農地課ため池放射性物質の詳細調査の結果

底質(池底土壌)を面的・深度ごとに調査：５か所

参 考：再調査(2022年度)の方法

取水口付近の水質・底質(池底土壌)・空間線量率を調査：506か所

詳細調査(2023年度)の方法

調査の経緯

・本市の「ため池放射性物質対策事業(ため池除染)」は、

2021年度末に、市内ため池649か所のうち対象67か所の対策

を終え事業完了となった。

・県内の放射性物質対策を終えた農業用ため池において、令

和元年東日本台風などの豪雨による影響により、再び基準値

を超える放射性物質が確認される事例が発生した。

2021

(令和3)

年度

・この事例を受け、台風以前の調査結果が基準値内であった

池や、台風以前にため池除染を終えた池など、合計506か所

のため池の再調査を実施した。

・再調査の結果、５か所で基準値を超える放射性物質を確認

し、詳細調査により対策の必要性を検討することとした。

2022

(令和4)

年度

➊ 大田2支線17-3-4号 1,246㎡ 229㎡ (18%) < 16,290

➋ 大田2支線17-3-9号 939㎡ 735㎡ (78%) < 15,300

➌ 高野支線16-2号 513㎡ 28㎡ (5%) < 12,270

➍ 高野支線16-15号 908㎡ 312㎡ (34%) < 21,500

➎ 大田2支線15-2-1号
西田町

高 柴
1,428㎡ 0㎡ (0%) > 4,920 なし

(Bq/kg-Dry)

西田町

鬼生田
【基準値】

あり

西田町

丹伊田

8,000 

事業スケジュール

　詳細調査の結果、４か所のため池で対策の必要性が確認されたため、 各ため池の

汚染状況等に応じた、効果的・効率的な対策工法を決定し対策工事を実施する。

ため池名 場　所

詳細調査(2023年度)の結果

【放射性ｾｼｳﾑ濃度（基準値:8,000Bq/kg-Dry以下）】

調査面積
基準値

超過面積

最大値 対策の

必要性
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再 調 査

2022年度

詳細調査

2023年度

実施設計

2024年度

対策工事

2025年度

【506か所】

・水質調査

・底質(池底土壌)調査

・空間線量率調査

・底質の基準値を超過

(５か所)

【４か所】

・工法の選定

・工事の設計

【４か所】

・ポンプ浚渫

・直接掘削

【５か所】

・面的濃度分布調査

・深度別濃度分布調査

・対策必要(４か所)

・対策不要(１か所)

底質の除去
底質(池底土壌)

の詳細調査

取水口付近を調査 対策工法

の決定

底 質
測点間５ｍ程度

流 入

堤

体

余水吐

取

水

口
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地理院タイルに施設名等加工して掲載

大田2支線17-3-4号

大田2支線17-3-9号

高野支線16-2号

高野支線16-15号

大田2支線

15-2-1号

(対策不要)

雪村庵

デコ屋敷

(対策不要)
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隈

川

Ｒ288

詳細調査(2023年度)位置図

➊ 大田2支線17-3-4号 1,246㎡ 229㎡ (18%) < 16,290

➋ 大田2支線17-3-9号 939㎡ 735㎡ (78%) < 15,300

➌ 高野支線16-2号 513㎡ 28㎡ (5%) < 12,270

➍ 高野支線16-15号 908㎡ 312㎡ (34%) < 21,500

➎ 大田2支線15-2-1号
西田町

高 柴
1,428㎡ 0㎡ (0%) > 4,920 なし

西田町

鬼生田
【基準値】

あり

西田町

丹伊田

8,000 

詳細調査(2023年度)の結果

(Bq/kg-Dry)

【放射性ｾｼｳﾑ濃度（基準値:8,000Bq/kg-Dry以下）】

ため池名 場　所 調査面積
基準値

超過面積

最大値 対策の

必要性

高柴調整池

　凡例 : 放射性セシウム濃度（Bq/kg-Dry）

※基準値を超過

8,000(Bq/kg-Dry)
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